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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、法人向け事業の一部製品について、当社の元従業員が無断で返品条項（一定の場合に当社が販売店からの返

品を受け付ける内容の条項）等を付帯して販売店に販売していた事実（本件行為）が判明したため、平成30年７月24日

に当社と利害関係を有しない外部の専門家から構成される特別調査委員会を設置し、実態の全容把握と本件行為に係る

原因究明に努めてまいりました。

　平成30年９月７日に受領した同委員会による調査結果報告及びその他の事項を含む累積的影響額を踏まえ、当社は、

販売店においてお客様（法人）への販売が完了していない取引に係る売上高の取消し等、過年度決算の修正と同時に、

過年度において重要性がないため遡及修正をしていなかった事項に関する修正も併せて行うことといたしました。

　以上の結果、当社は、過去に提出いたしました有価証券報告書等に記載されている連結財務諸表及び財務諸表並びに

四半期連結財務諸表に含まれる一連の会計処理を訂正することといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成28年11月８日に提出いたしました第36期第２四半期（自　平成28年７月１日　

至　平成28年９月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、そ

の四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　注記事項

　（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみ

を記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第２四半期連結
累計期間

第36期
第２四半期連結

累計期間
第35期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （千円） 8,521,938 9,273,426 17,183,205

経常利益 （千円） 2,570,544 2,948,312 4,070,247

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,704,437 1,911,815 2,682,785

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,767,335 1,994,764 2,802,885

純資産額 （千円） 29,339,465 31,984,433 30,182,342

総資産額 （千円） 35,455,838 39,553,553 36,557,305

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 26.54 29.77 41.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.7 80.9 82.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 3,236,782 3,628,216 5,014,268

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,719,932 △423,994 △6,717,666

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,552 △192,229 △193,749

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,454,418 6,035,850 3,036,913

 

回次
第35期

第２四半期連結
会計期間

第36期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.39 16.53

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

       ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

       ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

         当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、各種政策の効果もあっ

て、緩やかな回復基調が続いています。しかし、先行きについては海外経済で弱さがみられており、中国を始め

とするアジア新興国や資源国等の景気の減速や、英国のＥＵ離脱問題など不確実性の高まりにより、不透明な状

況にあります。

         このような状況の中、当社グループは、高機能で付加価値の高い商品やサービスを提供することにこだわり、

個人向け・法人向けに展開する既存ビジネスによる安定した収益を基盤としつつ、売上高の拡大に向けた提案力

の強化や、新たな収益の柱となる新規商品、サービスの企画・開発に取り組んでまいりました。

         以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は92億73百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益は

29億30百万円（前年同期比16.6％増）、経常利益は29億48百万円（前年同期比14.7％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は19億11百万円（前年同期比12.2％増）となりました。当第２四半期連結累計期間の営業利益、

経常利益、四半期純利益は、いずれも株式上場以来の最高益となりました。
 

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

 資産合計は、前連結会計年度末比29億96百万円増加の395億53百万円となりました。これは現金及び預金が

29億79百万円、ソフトウェアが５億22百万円増加したこと、有価証券が４億48百万円減少したことなどによるも

のです。

（負債の部）

 負債合計は、前連結会計年度末比11億94百万円増加の75億69百万円となりました。これは前受収益が７億75百

万円、未払法人税等が３億79百万円増加したことなどによるものです。

（純資産の部）

 純資産合計は、前連結会計年度末比18億２百万円増加の319億84百万円となりました。これは利益剰余金が17

億19百万円増加したことなどによるものです。
 

(3) キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ29億98百万円増加し、60億35百万円となりました。なお、当第２四半期連結累計期間における各活動による

キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 営業活動の結果、獲得した資金は、前年同期比３億91百万円増加の36億28百万円となりました。これは税金等

調整前四半期純利益29億48百万円、減価償却費５億61百万円、前受収益の増加額７億61百万円等の増加要因と、

法人税等の支払額６億90百万円等の減少要因によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 投資活動の結果、使用した資金は、前年同期比22億95百万円減少の４億23百万円となりました。これは有価証

券の償還による収入73億63百万円、有価証券の取得による支出69億24百万円、無形固定資産の取得による支出８

億42百万円などによるものです。
 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 財務活動の結果、使用した資金は、前年同期比１億90百万円増加の１億92百万円となりました。これは主に配

当金の支払によるものです。
 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。
 

(5) 研究開発活動

 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５億50百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,163,200

計 66,163,200

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 64,224,800 64,224,800
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 64,224,800 64,224,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 64,224,800 － 10,146,515 － 5,355,754
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キーエンス 大阪府大阪市東淀川区東中島１丁目３－１４ 28,234 43.96

重田　康光 東京都港区 4,730 7.36

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 2,365 3.68

大下　悟 愛知県名古屋市 1,113 1.73

福良　伴昭 東京都中野区 1,050 1.63

浮川　初子 徳島県徳島市 1,047 1.63

浮川　和宣 徳島県徳島市 732 1.14

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社(信託口)
港区浜松町２丁目１１番３号 699 1.08

資産管理サービス信託銀行株式

会社（年金信託口）
中央区晴海１丁目８－１２ 637 0.99

CBNY-GOVERNMENT OF NORWAY

(常任代理人

シティバンク銀行株式会社）

新宿区新宿６丁目２７番３０号

 
582 0.90

計 － 41,193 64.14
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 64,220,300 642,203 －

単元未満株式 普通株式     4,100 － －

発行済株式総数 64,224,800 － －

総株主の議決権 － 642,203 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれており、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ジャストシステ

ム

徳島県徳島市川内

町平石若松108番

地4

400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社ジャストシステム(E04996)

訂正四半期報告書

 8/17



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,828,469 11,807,754

受取手形及び売掛金 3,022,234 3,279,390

有価証券 14,365,306 13,916,834

商品及び製品 363,688 252,150

原材料及び貯蔵品 383,972 484,585

前払費用 551,064 528,330

その他 506,825 529,711

貸倒引当金 △20,788 △20,187

流動資産合計 28,000,772 30,778,569

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,109,726 3,065,517

土地 3,569,077 3,569,077

その他（純額） 91,812 85,645

有形固定資産合計 6,770,616 6,720,241

無形固定資産   

ソフトウエア 1,048,313 1,570,435

ソフトウエア仮勘定 338,228 186,906

その他 1,268 1,029

無形固定資産合計 1,387,810 1,758,370

投資その他の資産   

投資有価証券 58,427 60,355

その他 434,780 426,221

貸倒引当金 △95,102 △190,204

投資その他の資産合計 398,105 296,371

固定資産合計 8,556,532 8,774,983

資産合計 36,557,305 39,553,553

負債の部   

流動負債   

買掛金 460,637 421,102

未払金 2,124,221 2,114,049

未払法人税等 755,530 1,135,079

前受収益 1,109,608 1,885,353

賞与引当金 416,226 560,210

返品調整引当金 720,825 675,893

その他 516,306 524,429

流動負債合計 6,103,356 7,316,118

固定負債   

繰延税金負債 2,576 3,311

退職給付に係る負債 221,443 205,085

その他 47,586 44,604

固定負債合計 271,606 253,000

 

EDINET提出書類

株式会社ジャストシステム(E04996)

訂正四半期報告書

 9/17



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債合計 6,374,962 7,569,119

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,146,515 10,146,515

資本剰余金 12,293,972 12,293,972

利益剰余金 7,837,638 9,556,781

自己株式 △553 △553

株主資本合計 30,277,572 31,996,715

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,837 7,502

為替換算調整勘定 △122,130 △48,489

退職給付に係る調整累計額 21,062 28,705

その他の包括利益累計額合計 △95,230 △12,281

純資産合計 30,182,342 31,984,433

負債純資産合計 36,557,305 39,553,553
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 8,521,938 9,273,426

売上原価 2,361,667 2,446,089

売上総利益 6,160,270 6,827,336

販売費及び一般管理費 ※ 3,646,046 ※ 3,896,795

営業利益 2,514,224 2,930,541

営業外収益   

受取利息 44,206 51,406

受取配当金 418 518

受取賃貸料 58,134 53,390

その他 10,266 23,806

営業外収益合計 113,025 129,121

営業外費用   

為替差損 40,603 96,271

賃貸費用 10,970 11,288

その他 5,130 3,790

営業外費用合計 56,704 111,350

経常利益 2,570,544 2,948,312

税金等調整前四半期純利益 2,570,544 2,948,312

法人税、住民税及び事業税 866,106 1,036,496

法人税等合計 866,106 1,036,496

四半期純利益 1,704,437 1,911,815

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,704,437 1,911,815
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 1,704,437 1,911,815

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 774 1,665

為替換算調整勘定 49,200 73,641

退職給付に係る調整額 12,922 7,642

その他の包括利益合計 62,897 82,949

四半期包括利益 1,767,335 1,994,764

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,767,335 1,994,764
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,570,544 2,948,312

減価償却費 484,950 561,944

返品調整引当金の増減額（△は減少） 163,700 △44,932

為替差損益（△は益） 40,603 96,271

受取利息及び受取配当金 △44,624 △51,924

売上債権の増減額（△は増加） 18,395 △260,367

たな卸資産の増減額（△は増加） 227,576 10,924

仕入債務の増減額（△は減少） △132,734 △39,276

未払金の増減額（△は減少） △39,443 △14,195

前受収益の増減額（△は減少） 647,821 761,654

前払費用の増減額（△は増加） 185,323 22,225

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7,081 △8,715

その他 40,907 289,110

小計 4,155,940 4,271,032

利息及び配当金の受取額 30,966 47,899

法人税等の支払額 △950,124 △690,715

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,236,782 3,628,216

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △5,300,000 △6,924,044

有価証券の償還による収入 3,150,000 7,363,000

有形固定資産の取得による支出 △7,338 △32,474

無形固定資産の取得による支出 △570,130 △842,982

差入保証金の差入による支出 △831 △1,530

差入保証金の回収による収入 7,225 13,337

投資有価証券の売却による収入 8,600 700

その他 △7,458 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,719,932 △423,994

財務活動によるキャッシュ・フロー   

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,552 △491

配当金の支払額 - △191,738

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,552 △192,229

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,837 △13,054

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 507,459 2,998,937

現金及び現金同等物の期首残高 4,946,958 3,036,913

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,454,418 ※ 6,035,850
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 
（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四
半期連結会計期間から適用しております。
 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

広告宣伝費 464,772千円 835,696千円

従業員給料手当 849,732 781,297

賞与引当金繰入額 248,035 283,621

退職給付費用 29,816 19,685

研究開発費 780,127 550,359

業務委託費 302,086 313,102

減価償却費 28,166 29,671

賃借料 118,183 111,560
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金 11,054,418千円 11,807,754千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △5,600,000 △ 5,771,904

現金及び現金同等物 5,454,418 6,035,850
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（株主資本等に関する注記）

前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

　　末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月９日
取締役会

普通株式 192 3  平成27年９月30日  平成27年12月４日 利益剰余金

当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 192 3  平成28年３月31日  平成28年６月24日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

　　末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月７日
取締役会

普通株式 192 3  平成28年９月30日  平成28年12月５日 利益剰余金

 
（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

 当社グループは、ソフトウェア関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 26円54銭 29円77銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
1,704,437 1,911,815

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
1,704,437 1,911,815

普通株式の期中平均株式数（株） 64,224,317 64,224,317

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
 

２【その他】

 第36期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）中間配当については、平成28年11月７日開催の取締役会に

おいて、平成28年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 192百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 3円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成28年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年９月14日

株式会社ジャストシステム

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 茂木 浩之   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 美久羅 和美 印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャ

ストシステムの平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２８

年７月１日から平成２８年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２８年４月１日から平成２８年９月３０

日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャストシステム及び連結子会社の平成２８年９月３０日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

 四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して、平成２８年１１月１７日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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